
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
は
歴
史
的
社
会
的
に
制
約
さ
れ
た
考
方
（
観
念
的
意
識
形
態
）
だ
と
云
わ
れ
る
。
い
ま
こ
の
直
訳
的
な
語
義
を
日
本

平
安
朝
後
期
か
ら
雛
倉
時
代
の
末
期
に
か
け
て
打
続
く
戦
乱
・
剛
家
的
動
乱
・
社
会
的
混
乱
・
統
発
す
る
天
災
地
異
聯
は
、
当
時

の
人
々
を
し
て
憂
愁
・
苛
悶
・
焦
燥
・
恐
怖
の
世
界
へ
と
追
い
込
み
、
そ
こ
に
有
為
転
変
の
世
相
を
反
映
し
た
「
末
法
思
想
」
を
形

成
し
て
い
っ
た
。
こ
の
と
き
、
側
じ
く
雛
命
時
代
に
生
を
受
け
ら
れ
た
日
述
聖
人
は
法
華
経
の
色
統
者
と
し
て
の
自
覚
か
ら
「
此
経

者
如
来
現
在
猫
多
怨
嫉
況
滅
度
後
」
（
法
師
品
等
々
）
の
文
征
に
基
き
末
法
濁
悪
世
こ
そ
釈
尊
出
世
の
本
懐
・
法
華
総
宣
布
の
時
な

り
と
さ
れ
、
一
‐
正
像
末
三
時
と
中
以
末
法
始
為
正
中
正
」
（
観
心
本
尊
抄
）
と
の
所
謂
「
末
法
為
正
」
の
聖
意
を
宣
揚
さ
れ
た
こ
と

は
、
日
本
思
想
史
上
で
も
稀
有
の
こ
と
に
属
す
る
の
で
は
な
い
か
。
白
法
隠
没
し
て
末
法
的
な
圧
世
主
我
の
世
界
に
沈
潜
す
る
こ
と

な
く
、
か
え
っ
て
、
解
放
的
に
積
極
的
に
能
動
的
に
末
法
の
克
服
に
立
ち
向
か
わ
れ
た
精
神
的
態
度
の
中
に
は
、
単
に
日
蓮
宗
学
の

問
題
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
そ
こ
に
は
弁
証
法
的
に
止
揚
さ
れ
た
思
想
を
把
え
る
こ
と
が
可
能
の
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
小
論
で

は
、
日
蓮
宗
学
の
研
究
成
果
を
導
入
し
つ
Ｌ
「
末
法
為
正
」
の
意
味
を
角
度
を
変
え
て
考
え
て
み
た
い
。

末
法
思
想
に
関
す
る
試
論

Ｉ
「
末
法
為
正
」
（
日
蓮
）
の
意
味
を
考
え
る
Ｉ

町
田
是
正

（32.）



思
想
史
上
に
あ
て
は
め
て
み
た
と
き
、
日
本
人
の
思
想
形
成
の
う
え
で
エ
ポ
ッ
ク
・
メ
ー
キ
ン
グ
を
つ
く
っ
た
歴
史
的
現
実
と
云
え
ば
、

第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
る
敗
北
と
、
平
安
朝
末
期
以
降
の
約
二
百
年
に
わ
た
る
有
為
転
変
の
世
相
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
の

場
合
、
余
り
に
も
無
惨
な
敗
戦
・
神
州
不
滅
帝
国
日
本
の
崩
壊
と
い
う
心
理
的
衝
撃
・
日
本
民
族
の
誇
り
を
剥
奪
さ
れ
た
愼
悩
と
焦
燥
こ

の
歴
史
的
現
実
こ
そ
日
本
人
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
形
成
の
う
え
で
エ
ポ
ッ
ク
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
の
な
い
事
実
で
あ
る
。
後
者
の
場
合

は
、
平
安
朝
後
期
の
貴
族
支
配
体
制
の
動
揺
期
ま
で
遡
り
、
荘
園
制
の
成
熟
に
伴
う
社
会
経
済
的
混
乱
・
比
叡
山
と
園
城
寺
と
の
醜
争
・

保
元
平
治
の
動
乱
・
平
家
の
栄
華
と
表
亡
・
源
氏
の
勃
興
と
骨
肉
の
葛
藤
・
承
久
の
乱
と
三
上
皇
遠
流
と
い
う
膝
史
的
転
変
。
更
に
は
連

年
に
亘
る
天
災
地
変
な
ど
、
こ
の
歴
史
的
現
実
を
反
映
し
て
人
々
に
危
機
感
を
呼
び
覚
ま
し
、
所
謂
「
末
法
思
想
」
を
形
成
す
る
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。

ｌ
◇
ｌ

周
知
の
如
く
末
法
思
想
は
平
安
貴
族
の
後
退
的
な
社
会
観
・
歴
史
観
を
理
論
的
に
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
末
法
時
代
に
は
王
法

仏
法
と
も
に
衰
滅
す
る
と
の
正
像
末
三
時
説
が
現
実
の
事
実
と
な
っ
て
認
識
さ
れ
た
と
き
、
迫
真
的
思
想
と
な
っ
て
中
世
人
の
心
を
揺
振

っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
中
世
の
人
々
は
末
法
の
危
機
を
意
識
し
た
と
き
、
敗
北
感
の
み
を
抱
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
仏
教

者
を
中
心
と
し
た
識
者
は
そ
の
打
開
策
を
探
索
し
て
い
た
。
即
ち
末
法
濁
悪
を
意
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
消
極
的
・
逃
避
的
手
段
で
は

あ
る
が
厭
離
磯
土
・
欣
求
浄
土
の
思
想
を
生
み
出
し
、
こ
の
濁
悪
圧
世
的
現
実
を
避
け
て
西
方
世
界
へ
浄
土
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
側
面

と
、
他
方
で
は
末
法
思
想
と
対
決
し
、
そ
の
克
服
を
も
っ
て
使
命
と
な
し
、
こ
の
現
実
世
界
こ
そ
浄
土
建
設
の
場
で
あ
る
と
の
祇
極
的
側

而
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
源
信
・
法
然
・
親
鴬
に
連
が
る
浄
土
系
の
立
場
で
あ
り
、
後
者
は
日
巡
聖
人
の
立
場
で
あ
る
こ
と
は

論
を
ま
た
な
い
。
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こ
う
し
た
窓
味
で
、
末
法
思
想
は
悲
感
的
一
面
の
み
を
示
す
の
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
危
機
の
打
開
を
目
指
し
て
雄
々
し
く
生
き
抜
こ

う
と
す
る
実
践
的
な
思
想
を
生
み
出
す
に
至
っ
た
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

Ｉ
◇
ｌ

日
本
仏
教
を
顕
り
み
る
と
き
、
平
安
仏
教
・
鎌
倉
仏
教
共
に
末
法
思
想
を
基
盤
と
し
て
樹
立
さ
れ
て
い
る
。
末
法
思
想
を
い
か
に
克
服

す
る
か
を
共
通
の
課
題
と
し
て
誕
生
し
た
の
が
、
日
本
仏
教
で
あ
っ
た
と
云
え
よ
う
。
若
し
そ
こ
で
、
日
本
仏
教
か
ら
末
法
思
想
を
棄
て

去
っ
た
な
ら
ば
、
日
本
仏
教
の
成
立
基
盤
は
崩
壊
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
現
代
の
仏
教
各
教
団
に
も
相
い
通
ず
る
致
命
的
な
問
題

を
含
ん
で
い
る
。
旧
来
、
そ
れ
ら
既
成
教
団
内
部
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
問
題
を
一
つ
の
恥
部
的
な
扱
方
を
な
し
、
真
正
面
か
ら
検
討
を
試

み
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
勿
論
、
正
像
末
三
時
説
が
仏
教
本
来
の
も
の
で
は
な
く
、
仏
教
衰
滅
の
憂
い
を
体
系
化
し
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、
末
法
思
想
を
棄
て
去
っ
た
と
し
て
も
仏
教
の
根
本
義
に
は
変
化
は
生
ま
れ
な
い
。
従
っ
て
、
若
し
科
学
的
で
合
理
的
な
近
代
歴
史
観

を
仏
教
の
中
に
導
入
し
て
も
、
支
障
を
生
じ
な
い
と
す
れ
ば
、
末
法
思
想
を
棄
て
る
の
に
何
の
蹄
跨
も
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
然
し
な
が

ら
、
既
成
教
団
が
末
法
思
想
を
土
台
と
す
る
限
り
問
魑
は
い
つ
ま
で
も
残
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ｌ
◇
ｌ

末
法
思
想
を
一
つ
の
歴
史
観
と
し
て
後
の
近
代
史
観
と
比
較
し
た
場
合
、
そ
の
論
理
的
榊
造
・
理
論
的
体
系
の
未
熟
性
と
幼
樅
さ
を
指

摘
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
末
法
観
が
宿
命
的
・
後
退
的
な
継
落
思
想
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
近
代
歴
史
観
の
殆
ど
は
（
シ
ュ
ペ
ン
グ

ラ
ー
「
西
洋
の
没
落
」
・
ト
ィ
ン
ピ
ー
の
文
明
循
環
史
観
は
例
外
と
し
て
も
）
発
展
的
・
進
歩
的
思
想
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
後
退
的
と

発
展
的
と
の
対
照
は
人
生
観
の
形
成
の
う
え
に
重
要
な
関
係
を
も
つ
の
で
あ
る
。
末
法
観
が
人
生
の
暗
黒
面
・
危
機
的
な
圧
世
観
を
強
調

す
る
の
に
対
し
て
、
近
代
史
観
は
前
進
的
で
開
放
的
で
あ
る
。
従
っ
て
、
末
法
観
に
対
す
る
人
生
観
・
理
論
的
転
換
が
行
わ
れ
な
い
か
ぎ
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り
、
重
苦
し
き
末
法
観
の
重
圧
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
が
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
に
対
し
て
禁
圧
的
な
態
度
を
示
し
た
の
も
、
神
の
摂
理
・
宿
命
論
に
対
す
る
進
化
論
と
の
矛
盾

解
決
途
上
に
お
け
る
両
者
の
剋
斗
を
語
る
興
味
あ
る
緬
魑
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
日
本
仏
教
史
上
に
於
て
、
末
法
思
想
と
近
代
史
観
と
の
対

立
斗
争
の
時
代
は
な
か
っ
た
。
と
云
う
よ
り
は
斗
争
の
樋
会
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
近
代
史
観
が
移
入
さ
れ
た
の
は
明
治
以
降

で
あ
っ
て
、
時
あ
た
か
も
廃
仏
殿
釈
の
禁
圧
時
代
に
あ
っ
た
為
に
、
日
本
仏
教
界
に
在
っ
て
は
、
歴
史
観
（
末
法
観
）
な
ど
の
問
題
に
没

頭
す
る
余
裕
さ
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
な
か
ら
、
現
存
の
仏
教
が
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
末
法
思
想
の
克
服
を
共
通
の
課
題
と
し
て

樹
立
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
我
々
は
そ
の
土
台
と
な
っ
た
末
法
思
想
の
も
つ
意
味
を
黙
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

ｌ
◇
１

末
法
思
想
は
よ
く
キ
リ
ス
ト
教
の
終
末
論
と
類
比
さ
れ
る
が
、
純
然
た
る
歴
史
理
論
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
正
像
末
三
時
説
（
五
五
百

年
説
）
は
一
方
的
な
下
降
変
退
の
過
孫
を
示
す
の
み
で
、
そ
こ
に
は
終
末
の
時
点
に
つ
い
て
明
確
な
観
念
は
な
い
。
従
っ
て
、
何
に
か
の

目
標
に
向
っ
て
腋
史
か
発
展
進
行
す
る
と
云
う
観
念
も
そ
こ
か
ら
は
成
立
し
得
な
い
。
歴
史
的
時
間
を
超
越
し
た
雁
史
は
存
在
し
な
い
の

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
観
点
で
考
え
る
な
ら
ば
末
法
観
は
歴
史
観
と
は
云
え
な
い
の
で
あ
る
。

近
代
歴
史
観
、
就
中
、
唯
物
史
観
の
立
場
は
歴
史
発
展
の
究
極
目
標
を
共
産
社
会
の
実
現
に
お
き
、
歴
史
発
展
の
様
相
を
唯
物
弁
証
法

〆

の
図
式
で
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
共
産
社
会
達
成
と
い
う
究
極
的
意
味
に
つ
い
て
の
歴
史
的
自
覚
を
生
み
出
し
て
い
る
。

即
ち
、
歴
史
の
目
標
に
つ
い
て
の
観
念
は
、
延
い
て
は
歴
史
の
究
極
的
意
味
に
つ
い
て
の
自
覚
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
意
味
で

末
法
思
想
の
中
に
は
、
歴
史
的
自
覚
を
生
み
出
す
要
素
が
稀
薄
で
あ
っ
た
と
云
え
よ
う
。

キ
リ
ス
ト
教
的
腋
史
観
、
例
え
ば
ア
ウ
グ
ス
テ
イ
ヌ
ス
の
神
圃
諭
に
展
開
す
る
二
元
論
的
神
学
史
観
に
し
て
も
、
こ
の
世
界
は
神
の
摂
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理
に
支
配
さ
れ
て
天
上
国
家
（
教
会
国
家
）
が
実
現
す
る
と
い
う
、
歴
史
の
究
極
目
標
を
設
定
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
神
の
摂
理
・
神
の

内
在
す
る
絶
対
力
を
歴
史
発
展
の
う
え
に
適
川
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴
史
の
背
後
に
ひ
そ
む
神
の
計
画
的
な
観
念
を
生
み
出
し
、
歴
史

を
左
右
す
る
法
則
性
を
見
出
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
歴
史
発
展
の
究
極
目
標
に
関
す
る
自
覚
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
末
法
思
想
に
は
「
末
法
」
そ
れ
自
体
の
終
極
点
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
に
は
表
退
・
混
乱
・
濁
悪
・
頽
廃
・
恐
怖

と
云
っ
た
圧
世
的
観
念
が
強
く
押
し
出
さ
れ
て
お
り
、
雁
史
の
究
極
目
標
に
関
す
る
意
識
や
自
覚
は
表
明
さ
れ
て
は
い
な
い
。
此
処
に
末

法
思
想
の
も
つ
末
法
の
意
味
を
如
何
に
把
え
、
い
か
に
克
服
の
通
を
発
見
す
る
か
が
、
当
時
の
人
々
の
叡
知
を
か
け
て
の
課
腿
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
中
山
忠
親
の
「
水
鏡
」
や
慈
円
の
「
愚
智
抄
」
な
ど
は
、
末
法
観
に
基
く
史
論
を
展
開
し
て
は
い
る
が
、
共
に
悲

感
的
な
憂
愁
の
世
界
に
沈
ん
で
い
る
。
末
法
思
想
そ
れ
自
体
の
克
服
に
つ
い
て
は
探
究
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
時
、
当
時
の
人
々
に
対

し
て
警
鈍
を
大
き
く
鳴
ら
し
た
の
が
鎌
倉
新
仏
教
の
勃
興
で
あ
る
。
鎌
倉
仏
教
の
す
べ
て
は
、
末
法
思
想
の
自
覚
に
出
発
し
Ｉ
末
法
克

服
の
態
度
に
積
極
的
・
消
極
的
の
別
は
あ
る
と
し
て
も
ｌ
そ
の
克
服
を
も
っ
て
共
通
の
課
題
と
な
し
、
そ
こ
か
ら
普
逓
的
原
理
を
探
究

ｌ
◇
ｌ

末
法
思
想
が
必
然
的
下
降
線
を
辿
る
遮
命
的
な
社
会
観
・
仏
教
史
観
で
あ
る
限
り
、
そ
こ
に
は
人
間
の
意
志
の
働
く
余
地
は
な
い
。
歴

史
を
形
成
す
べ
き
人
間
の
存
在
が
無
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
果
し
て
こ
れ
を
も
っ
て
歴
史
観
と
兇
倣
し
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に

末
法
観
そ
の
も
の
に
対
す
る
見
方
と
思
惟
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
意
味
で
、
人
間
的
自
覚

に
基
い
た
「
末
法
為
正
」
の
糀
神
的
態
度
を
示
さ
れ
た
日
蓮
聖
人
の
立
場
は
、
大
き
な
示
唆
を
提
供
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
因
に
そ
の
一

文
を
引
用
し
て
お
こ
う
。

せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
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、
、
、
、
、
、
、

正
像
末
三
時
之
中
以
二
末
法
始
一
為
正
中
正
一
。
問
日
其
証
如
何
。
答
日
法
師
品
云
而
此
経
者
如
来
現
在
猶
多
一
悪
嫉
一
況
滅
度
後
。
宝
塔

品
云
令
二
法
久
住
一
乃
至
所
し
来
化
当
し
知
一
庇
意
一
等
。
勧
持
・
安
楽
等
可
レ
見
し
之
。
迩
門
如
し
是
。
以
一
禾
門
一
論
し
之
一
向
以
二
末
法
初
一

為
二
正
機
一
・
（
観
心
本
尊
抄
・
昭
定
遺
一
巻
七
一
四
頁
）

自
二
安
楽
行
一
勧
持
・
捉
婆
・
宝
塔
・
法
師
逆
次
読
レ
之
以
一
滅
後
衆
生
一
為
し
本
。
在
世
衆
生
傍
也
。
以
二
滅
後
一
諭
し
之
正
法
一
千
年
像
法

、
、
、
ｂ
、

一
千
年
傍
也
。
以
二
末
法
一
為
し
正
。
末
法
中
以
二
日
通
一
為
し
正
也
。
問
日
其
証
拠
如
何
。
答
日
況
滅
度
後
文
楚
也
。
疑
日
日
辿
為
し
疋
文

如
何
。
涛
日
有
諸
無
智
人
悪
口
蝿
署
等
及
加
刀
杖
者
等
云
云
。
（
法
華
取
要
抄
・
昭
定
進
一
巻
八
一
三
頁
）

日
遮
馴
人
在
世
の
時
代
が
、
当
に
白
法
隠
没
・
闘
誹
略
間
世
枡
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
こ
の
時
代
を
一
仏
教
者
と
し

て
力
強
く
生
き
抜
か
ん
と
す
る
の
に
は
、
確
固
た
る
雁
史
観
が
な
け
れ
ば
な
な
ら
い
。
然
ら
ば
そ
の
社
会
観
・
雁
史
観
を
支
え
た
精
神

（
信
念
）
は
何
か
。
そ
れ
こ
そ
法
華
経
絶
対
観
に
裏
付
さ
れ
た
宗
教
的
信
念
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

因
に
本
尊
抄
の
文
を
徴
す
の
に
「
以
一
己
前
明
鏡
｝
椛
二
知
仏
意
一
仏
出
世
非
し
為
一
読
山
八
年
諸
人
一
。
為
二
正
像
末
人
一
也
。
又
非
し
為
一
正

像
二
千
年
人
一
・
末
法
始
為
二
如
し
予
者
一
也
」
（
昭
定
適
一
巻
七
一
九
頁
）
と
あ
っ
て
、
法
華
経
の
行
者
と
し
て
の
自
覚
が
明
確
に
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
立
場
か
ら
「
此
時
地
涌
千
界
出
現
本
門
釈
尊
為
二
脇
士
一
、
一
閻
浮
提
第
一
本
尊
可
レ
立
二
此
剛
匡
（
本
尊
抄
・
前
掲
七
二

○
頁
）
と
或
は
「
我
日
本
国
は
一
閻
浮
提
の
内
、
月
氏
漢
土
に
も
す
ぐ
れ
、
八
萬
の
国
に
も
超
た
る
剛
ぞ
か
し
」
（
神
岡
王
御
蒋
・
前
掲

八
八
二
頁
）
と
申
さ
れ
て
、
法
華
経
絶
対
観
に
基
く
仏
国
土
の
建
設
と
、
全
世
界
人
類
が
尊
糸
す
べ
き
本
尊
が
我
が
日
本
国
に
確
立
さ

れ
、
末
法
濁
悪
の
開
を
照
し
、
正
に
立
正
安
国
の
宗
教
実
現
こ
そ
使
命
で
あ
る
と
の
確
信
に
み
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
の
な
い
所
で

ｔ
、
』

才あ
る
。日

蓮
聖
人
の
場
合
は
、
浄
土
宗
法
然
上
人
の
如
く
、
末
法
濁
悪
の
こ
の
国
土
、
こ
の
歴
史
的
現
実
を
逃
避
し
て
弥
陀
の
本
願
に
托
し
て
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西
方
浄
土
に
理
想
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
、
消
極
的
な
末
法
の
克
服
で
は
な
い
。
当
に
こ
の
歴
史
的
現
実
の
中
に
浄
土
を
実
現
し
よ
う
と

す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
歴
史
的
現
実
こ
そ
浄
土
建
設
の
場
で
あ
る
と
さ
れ
、
積
極
的
・
能
動
的
に
末
法
の
克
服
に
立
ち
向
っ
た
の
で
あ

る
。
当
に
「
末
法
為
正
」
と
云
う
歴
史
的
自
覚
の
発
現
は
、
自
主
的
・
能
動
的
な
人
間
観
の
表
明
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
歴
史
的
に
自
覚

さ
れ
た
人
間
の
表
明
は
、
日
本
思
想
史
上
で
も
日
蓮
聖
人
を
先
駆
と
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ｌ
◇
Ｉ

人
間
は
雁
史
の
意
味
を
発
見
。
考
え
る
場
合
に
、
人
間
は
歴
史
の
外
に
立
つ
こ
と
は
出
来
な
い
。
人
間
は
縦
史
の
内
部
に
立
っ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
浄
土
宗
が
末
法
克
服
の
方
途
を
西
方
浄
土
に
欣
求
し
た
こ
と
は
、
雁
史
的
現
実
を
超
え
た
世
界
の
こ

と
で
あ
り
、
十
劫
の
世
界
に
救
済
さ
れ
る
と
説
い
た
こ
と
は
、
歴
史
的
時
間
を
超
越
し
た
次
元
の
災
な
る
世
界
の
こ
と
で
あ
る
。
超
時
間

的
な
も
の
を
幾
多
か
さ
ね
て
も
、
雁
史
的
時
間
は
生
ま
れ
て
は
こ
な
い
。
純
然
た
る
歴
史
理
論
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
歴
史
観

は
な
い
の
で
あ
る
。
勿
論
、
親
鴛
上
人
の
悪
人
正
機
説
に
は
、
末
法
時
に
付
与
さ
れ
て
い
た
マ
イ
ナ
ス
の
面
を
プ
ラ
ス
面
へ
と
価
値
の
転

換
を
行
っ
た
雁
史
的
恵
投
を
も
つ
の
で
あ
る
が
、
親
鴬
の
湯
合
、
悪
人
の
自
覚
が
あ
く
ま
で
も
個
人
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
並
聖
人

の
「
末
法
為
正
」
の
自
覚
は
社
会
的
意
味
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
時
」
（
末
法
時
）
と
人
間
的
自
覚
を
内
包
す
る
「
末
法
為

正
」
の
糀
神
的
内
容
に
は
、
現
代
に
も
通
じ
る
実
践
的
課
題
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

人
間
は
常
に
或
る
特
定
の
歴
史
世
界
の
中
に
生
れ
、
そ
こ
で
形
成
さ
れ
、
か
つ
同
時
に
自
ら
歴
史
を
作
っ
て
ゆ
く
。
こ
こ
に
歴
史
的
世

界
（
末
法
）
と
歴
史
的
存
在
と
し
て
の
人
間
（
日
蓮
）
と
の
連
関
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
歴
史
的
世
界
は
様
々
な
方
法
で
人
間
の

探
究
の
対
象
と
な
る
が
、
こ
の
歴
史
を
つ
く
り
、
歴
史
を
探
究
す
る
人
間
の
存
在
こ
そ
、
歴
史
的
世
界
の
主
体
で
あ
る
。
歴
史
の
核
心
・

歴
史
の
主
体
は
人
間
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
有
為
転
変
た
る
歴
史
的
現
実
の
中
に
在
っ
て
、
法
華
経
絶
対
観
の
信
念
に
支
え
ら
れ
「
末
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法
為
正
」
の
歴
史
観
を
持
た
れ
た
日
蓮
聖
人
こ
そ
、
歴
史
的
人
間
の
存
在
で
あ
っ
た
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
未
完
）

（
昭
和
四
十
二
年
十
月
十
二
日
東
京
大
学
史
学
会
々
員
）

追
記
こ
の
小
論
は
中
国
法
制
史
を
専
攻
と
す
る
筆
者
が
、
日
蓮
教
学
に
は
素
入
た
る
を
辞
せ
ず
、
自
己
の
日
蓮
聖
人
讃
仰
の
一
端
を
披
瀝
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
直
接
に
聖
人
の
教
学
・
聖
人
に
対
す
る
信
仰
に
は
立
ち
入
っ
て
は
い
な
い
。
ま
た
論
理
的
に
も
無
理
な
箇
処
と
表

現
の
稚
拙
が
指
摘
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
読
者
の
御
教
示
を
得
て
今
後
の
研
究
に
資
し
た
い
。

こ
の
小
論
作
製
に
当
っ
て
、
本
文
中
に
は
論
文
の
性
格
も
あ
っ
て
参
考
文
献
等
の
註
記
は
避
け
た
が
、
一
括
し
て
こ
こ
に
記
し
て
お
く
。

１
辻
善
之
助
「
日
本
仏
教
史
」
第
二
巻
中
世
篇
之
一
・
昭
和
三
十
五
年
岩
波
灘
店
。

２
望
月
歓
厚
「
日
蓮
教
学
の
研
究
」
・
昭
和
三
十
三
年
・
平
楽
寺
書
店
。

３
歴
史
学
研
究
会
編
「
日
本
史
年
表
」
・
昭
和
四
十
一
年
・
岩
波
書
店
。

４
Ｒ
・
Ｋ
・
ブ
ル
ト
マ
ン
「
歴
史
と
終
末
論
」
（
岩
波
現
代
叢
書
）
・
一
九
五
九
年
。

５
戸
頃
重
基
「
日
蓮
の
思
想
と
鎌
倉
仏
教
」
・
昭
和
四
十
年
・
富
山
房
。

６
昭
和
定
本
・
日
通
聖
人
遺
文
第
一
巻
。

７
松
浪
信
三
郎
「
実
存
主
義
」
（
岩
波
新
樗
）
・
一
九
六
三
年
。

８
尾
藤
正
英
「
日
本
に
お
け
る
歴
史
意
識
の
発
展
」
（
岩
波
識
座
日
本
歴
史
二
十
二
別
巻
一
所
収
）
一
九
六
三
年
。

９
増
谷
文
雄
「
仏
教
と
歴
史
観
」
（
雑
誌
「
仏
教
」
（
第
二
巻
第
三
号
）
昭
和
十
一
年
。

、
家
永
三
郎
「
日
蓮
の
宗
教
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
」
（
「
中
世
仏
教
思
想
史
研
究
」
所
収
）
昭
和
二
十
二
年
。

、
国
史
大
系
第
六
巻
扶
桑
略
記

胆
Ｎ
・
Ｈ
・
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
「
末
法
と
神
国
」
（
昭
和
四
十
二
年
八
月
二
十
九
日
午
後
八
時
放
送
）

咽
執
行
海
秀
「
日
巡
聖
人
と
そ
の
思
想
」
（
法
華
新
譜
）
平
楽
寺
番
店
・
昭
和
三
十
六
年
。
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